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学生調査は、 年 月大阪府 大学で開講されている 商業科教育法 を対象に、授業
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）詳しくは、尾場友和（ ）「現代の商業高校における職業教育と生徒指導・進路指導 教育学研究






















まあ取り組んだ への肯定的な回答が と高い割合を示すものの、 とてもよく取り組
んだ というより積極的な割合が にとどまっており、表 のかれらが認識する自己学力
を反映した結果になっていると言える。だが、教科外の活動である 文化祭や体育祭などの
学校行事 や 部活動 の項目では、 とてもよく取り組んだ がそれぞれ 、 、







業科の科目全体を示す 商業科の学習 への取り組みの項目では、 とてもよく取り組ん
だ への回答が と高く、先に見た普通教科と比較すると ポイントも高いことがわ
かる。さらに具体的に見てみると、 情報の学習 の項目では、 とてもよく取り組んだ へ
の回答が と高く、 インターンシップを通じた学習 でも とてもよく取り組んだ へ
の回答が と高くなっていた。また、商業科の資格取得に関わる 全国商業高等学校協
会の資格検定に関する学習 の項目では、 とてもよく取り組んだ への回答が と高
く、さらにその上位に位置すると考えられる 日本商工会議所の資格検定に関する学習 の





















































職場で即戦力として能力を育てる教育だと思う では、それぞれ 、 が肯定的な回
答を示しており、職業への適応を意識していることがわかる。また、 商業科は検定や資格


























いて見ていく。 日商簿記 級程度の知識 の項目では、学生が であるのに対し現職教員
では ポイントと ポイント高くなっている。つまり、学生が認識する以上に、会計分
野の高い知識が商業科教員に求められていると言える。また 教科に関する研修 では、学









（カイ二乗検定の結果を 、 、 で示した。以下同様）





うか。図 より 検定の結果を見ていく。 商業科は職業に必要な心構えや態度を育てる教育
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